
 
 
 
 
 

 
               
 

            

      
 

１１
月
４
日
「
す
べ
て
の
子
ど
も
に

よ
り
よ
い
保
育
を
！
１１
・
４
保
育
大

集
会
」
が
、
日
比
谷
野
音
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

全
国
か
ら
１
８
０
０
人
、
千
葉
県

か
ら
は
４１
人
参
加
し
ま
し
た
。 

う
た
ご
え
ひ
ろ
ば
の
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
、
名
古
屋
発
の
「
こ
ど
も
た
ち

に
も
う
１
人
保
育
士
を
！
」
の
運
動

か
ら
生
ま
れ
た
、
「
も
う
１
人
行
進

曲
」
を
歌
い
、
開
会
し
ま
し
た
。 

 

<

基
調
報
告>

 

７６
年
ぶ
り
に
４
・
５
歳
児
の
配
置

基
準
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
不
十
分
で
あ
り
財
源
確
保
は
緊

急
の
課
題
で
す
。 

「
保
育
士
が
足
り
な
い
」
「
業
務

量
が
多
い
」
「
賃
金
が
安
い
」
な
ど

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
現
場
の

負
担
軽
減
の
た
め
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当

に
負
担
軽
減
に
繋
が
る
の
か
、
保
育

士
を
増
や
さ
な
い
言
い
訳
に
さ
れ
て

い
な
い
か
、
個
人
情
報
が
守
ら
れ
る

か
な
ど
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
国
の
保

育
・
子
育
て
政
策
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
ち
破
り
、

保
育
が
楽
し
い
と
思
え
る
、
子
ど
も

の
こ
と
を
ゆ
っ
く
り
語
り
合
え
る
、

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
環

境
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
さ
ら
に

声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

<

ア
ピ
ー
ル>

 

 
 

基
調
報
告
後
、
公
立
・
民
間
・
保

護
者
、
７
つ
の
団
体
が
舞
台
で
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。
公
立
は
自
治
労
連

保
育
部
会
。
全
国
で
保
育
士
が
不
足

し
て
い
る
状
況
な
ど
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。
民
間
で
は
岩
手
・
愛
知
と
遠

く
か
ら
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
保
護

者
で
は
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
参
加

し
て
可
愛
い
衣
装
を
着
て
踊
っ
た
り
、

思
い
を
替
え
歌
に
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。 

<

行
進>

 

み
ん
な
思
い
は
同
じ
。
保
育
・
子

育
て
に
大
幅
予
算
を
！
職
員
配
置
基

準
の
さ
ら
な
る
改
善
を
！
職
員
の
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
！
な
ど
声

に
出
し
て
日
比
谷
音
楽
堂
→
有
楽
町

→
鍛
冶
橋
ま
で
約
３０
分
行
進
し
ま
し

た
。 

 

 
 

 

 
 ど

な
た
で
も
参
加
出
来
ま
～
す
！ 
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Web でしたが１１名の参加がありました。参加された方の感想です。 

「子どもの気持ちはどこにある？ 

子どもと大人の「安心」子育て・保育  

○“甘える”と“甘えさせる”の違いを、“子どもが  

求めている事”と“大人の都合”というわかり 

やすい言葉で説明してくださり、腑に落ちま 

した。 

感覚ではなんとなく分かるけれど、相手に  

伝えようとすると言葉で表すことが難しかった  

ので､お話を聞くことが出来て良かったです。 

しかし、このことを他職員と共有し、共感して 

もらうためには、伝え方等を考えなければ  

ならないと思いました。よりよい保育となるよう 

皆で考えていきたいと思います。 

      昨年も池添素氏のお話を聞かせていただき、 

面白く学びに繋がったため今年も選びま  

した。 

録画配信はとてもありがたいので、これからも 

よろしくお願いします。（芝 1） 

○子どもの気持ちを聞く時に、つい面と向かっ  

て「先生の目を見て話して｣と言いがちです 

が、それではやはり子どもの本心は聞き取れ 

ません。横並びで話しかけた方が、子どもも 

話しやすく、本音も出しやすいという話を聞 

いて、“確かに！”と思いました。 

私達大人でも、面と向かって、“さあ、話して  

  ごらん!!”といわれても話せないよなぁと納得 

しました。そこで、教わった方法で子どもに 

関わってみたら、“これが本音なんだろうな”  

と思うことが聞けて、横並び（体系的にだけ  

でなく）の話しかけの良さを実感しました。 

（芝 1） 

 

「ゼロ･１･２歳児とつくる心地よいくらし」 

○たくさん受講するほど時間が取れず、1 つ 

だけとなってしまいました。なので、どれを  

受けようか迷いました。Web 受講出来るのは 

ありがたく、期間もあったので助かりました。 

今回の研修では、発達の特徴を学びました。 

心地よく過ごすための環境作り、援助の具体 

的な手立てを、今後も考えていきながら保育 

にあたろうと思います。もう少しヒントがもらえ 

ると嬉しかったです。 （芝 1） 

「その他の分科会」 

○参加は Web で視聴というかたちで申し込み 

したのですが、頂いた冊子を読むだけでも  

とても勉強になりました。 

全国にいる保育園栄養士の考え方をかい 

つまんで知ることが出来るのはもちろん､様  

々な視点や考え方を知ることが出来ました。 

ただ、どの保育園栄養士においても同じ事  

を考え、同じ事を伝えたいという思いが共通 

であることが分かり、すごく励まされました。 

自分１人の職種は、悩みを共有する場が少 

ないなと思うことがあったので、園長を始め、  

４職種での共有も心がけて､より子どもたちの  

ためになればという思いで日々の業務を遂 

行していきたいです。（栄養士）  

○ながら視聴をしてしまい集中して聞けなかった 

ことを反省しています・・・。 

聞きかじった内容ながら、子どもたちが主体的 

に遊べるような援助が出来るよう、子どもをじっ 

くり見守ってヒントを得ていけるようにしたいで 

す。（芝 1） 

 


